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（Williams [1976] 1983=2002: 204-7）。 
２
 民族音楽学者のティモシ ・ーライスは、ギリシア語の Mousikēに由来する「音楽（music）」
という言葉について、その意味が 20 世紀後半をつうじて大きく拡張されてきたと論じて
いる。その背景には、前衛的な実験音楽のさまざまな試み、そして民族音楽学的知見の


















































的に社会的な性質をもっており、それなしには存立しえない」（近藤 2004: 17）。 
ところが、アントワーヌ・エニョンがいうように、音楽社会学は、その名称に冠せられ
た「音楽」と「社会」との関係性をめぐって、「当初からスムースな調和というより緊張状





































































































































































































































































































































































































































































































































知覚されない」（Dewey 1934: 207=2003: 267）。 
１０ デューイは「音楽はそれが運ぶものと一体となる運搬具である。音楽は、それが伝え






























































































































言うように「美はまた見る人の眼識でもある（Beauty is also in the eye of the beholder）」
（Hennion & Fauquet 2001: 79）とするなら、「作品そのもの」として今日の私たちが考
えるバッハの音楽でさえ、実際にはバッハを愛好する私たちの鑑賞の様式によって作りあ
げられている。こうしてエニョンらは、バッハの「受容」ではなく、バッハの「使用」（use）






































































































































的行為主体」（aerobic agency）へと変化させているのである（DeNora 2000: 103）。 
もうひとつ例をあげるなら、デノーラは、彼女の重要なインフォーマントの一人である
「ルーシー」が、仕事に出かける前にどんな音楽を選択し、それによってどのように彼女


































































































































Ｃ 音楽に関与する行為 何が行われているか？（e.g. 個人的な聴取行為、音楽への
反応、演奏行為、作曲行為） 




















































































































































形作られる、行為における広大な媒介理論（mediation theory）である」（Hennion 1995: 238）。 
３
 たとえば、エニョンによる次の指摘を参照。「一方には、音楽の社会的「側面」を作品




るゲームのための口実へと音楽を変換してしまう」（Hennion 2004: 133）。 
４
 Bach Werke Verzeichnis（バッハ作品目録）のこと、ヴォルフガング・シュミーダー
（Wolfgang Schmieder）によって 1950年に編集された（Hennion & Fauquet 2001: 75, note. 1）。 
５










































































































































































































































































































































































































































































































































いる（たとえば Gomart & Hennion 1999: 242）。 
４青山は次のように述べている。「自分にとってシューマンのピアノ協奏曲は、たとえどれ
だけ時を経ても、さまざまな演奏に接しても、やはり「『ウルトラセブン』の最終回と一体
となった音楽」なのだ」（青山 2013: 114）。 
５
 こうした論点に関しては、音楽を多様な社会的媒介の寄せ集め（assemblage）として論
じるジョージナ・ボルンの議論を参照（Born 2005, 2010）。 
６
 数少ない例外として、近年の文化社会学領域における長谷正人の仕事があげられる（長































































































































































































































































































































































































































































































ていたという（Williams [1976] 1983=2002: 68-9）。 
４



























































































































































































































































































































































































































































































































































していることを強調した（増田・谷口 2005: 109）。 
３





















































































                                                                                                                                                     
１４
 バザーナによれば、「演劇界においては、グールド風の解釈は良かれ悪しかれ通例であ
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３
 こうした論点については、対象に魅了されるような経験を社会学の行為論の文脈と関連
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